
 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校通信「横代中だより」は、生徒の皆さんの中学校生活がより充実するよう、また、生徒・保護者・地域と学校が一つに

なり,共に成長しようという願いで発行します。紙面には、生徒の学校生活の姿、学校の様々な教育活動を発信します。毎

月発行し、翌月の予定も載せます。一年間通読ください。 

🌸 🌸  

１日に新しく本校に赴任された先生方１０名を紹介します。１

０日には、新１年生の入学式が済み、新しい「チーム横代中学

校」がスタートしました。職員一同、昨年度以上に本校の教育

活動を発展させるために、一年間力を合わせていきます。 

🌸 🌸 

 横代校区は一小一中で、今年度、小倉南区の「小中一貫教

育モデル校」としてスタートします。これまでの取組では、子ども

たち、教師、保護者、地域が話し合って決めた「学習・生

活のルール」があります。このルールが学校生活を送る上

での基本となり、子どもたちの成長を支えています。 

🌸 🌸 

８日（火）に令和７年度１学期始業式が行われました。 

春休みを終えて、それぞれの新学年、新学期への思いを抱いてのスタートとなりました。始業式での式辞の一部を載せます。 

新３年生は、最上級生としての自覚は十分でしょうか。皆さんはその姿で後輩の良き手本となってください。そして、この１学

期、来年３月の卒業に向けて、自分の進む路をじっくり考えてください。その時に大切なことは人に相談してみることです。自分

のことは、なかなか自分では分からないものです。その時のために頼れるのが、家の方、先生、友達です。遠慮はいりません。

話に乗ってもらいましょう。次に新２年生は、直接皆さんの言葉と行動で、中学校生活について、新１年生に優しく、丁寧に教え

てあげてください。「先輩」と呼ばれる責任を実感する１学期となるでしょう。また、皆さんにとってこの１年は中学校生活で一

番充実する１年となります。いろいろなことに積極的にチャレンジしてみると良いです。そして、２期工事を終え全てきれいになっ

た校舎で横代中学校は本年度５０周年を迎えます。５０歳になったということです。１１月１日には、記念式典もこの体育館で

開催します。生徒の皆さん、先生方、保護者、地域の皆さんと一緒にお祝いしたいです。それでは、この一年間先生方は皆さん

を鍛えて、誉めて、伸ばしていきます。皆さんは先生方についていってください。皆さんの成長を楽しみにしています。 
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横代中だより 
『凡事徹底（ぼんじてってい）』  

～当たり前のことを 
人にはまねできないほど、 
一生懸命取り組む！～ 

 

 

 

《教頭》 工藤 元樹 （貴船小） 

《国語》 石田 博子 （松ヶ江中） 

《国語》 泉 拓郎 （槻田中） 

《保健体育》 園元 真波 （松ヶ江中） 

《美術》 佐藤 亜美 （新規） 

《事務》 井手 満彬 （貫小） 

《学校図書館職員》 坂本 弥（北九州市立高校） 

《校務員》 木村 𠮷己 （田原中） 

《教員業務支援員》 中山 公博 （新規） 

《ALT》 カーナ シタウラ （永犬丸中） 

 

「学習ルール」 

１．話をしっかり聞こう   ２．学習の準備をきちんとしよう  

３．正しい姿勢で学習しよう 

「生活ルール」 

１．進んであいさつしよう  ２．時間を守ろう 

３．自分やみんなを大切にしよう 

 



 

🌸 🌸

  令和７年度、第５０回入学式を来賓、保護者の皆様に参加していただき、１０日（木）に実施することができました。新入

生代表の渡辺 佳鈴さんの「誓いの言葉」の一部を載せます。 

今私たちは、これから始まる中学校生活に期待と不安で胸がいっぱいです。新しい出会いや部活動などにワクワク

する一方で、環境の変化や難しくなる勉強に少し不安があり、悩んだり辛くなってしまうこともあるかもしれません。そん

な時は、先生方や先輩方からご助言を頂き、仲間とともに協力して支えあいながら乗り越えていきたいと思います。み

んなが自分らしく輝ける中学校生活を送るために今何をすべきなのかを考え、中学生として責任と自覚をもち、何事に

も全力で取り組んでいこうと思います。そして、この３年間が最高の思い出になるように優しさと強さを胸に仲間と団結

し、絆（きずな）を深め、精一杯努力することをここに誓います。 

🌸 🌸 

   ３月１９日（水）に令和６年度２期工事の関係者の代表の方を招いて、感謝の会を開きました。昨年の７月から管理（Ａ）

棟、武道場などの大規模改修に入り、今年２月に第２期の工事が終わりました。 横代中学校が、全てきれいに生まれ変わ

りました。生徒会長篠原さんは、あいさつで、「感謝の気持ちを忘れずに学校生活を送ります」とお礼の気持ちを伝えまし

た。そして、建設業界のプロの方たちの仕事への思いの中で印象に残った言葉を載せます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

校長のひとりごと ～大分県高崎山で想う～ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４月・５月のスケジュール 

≪４月≫ 

２5日（金） ～5月 2日（金） 

家庭訪問(1年) 

≪５月≫ 

２日（金） 進路説明会(３年) 

授業参観(２年) 

14日（水） 内科検診(1年) 

21日（水）～23日（金） 

 ふれあい合宿(1年) 

２２日（木）、２３（金） 

 職場体験学習（２年） 

２３日（金）  高校出前授業（３年）  

２６日（月）  疲労回復日（１年） 

３１日（土）  よこしろ防災チャレンジ 

 

我が家は桜の咲くころ大分県の高崎山に毎年のように訪れます。高崎山と

言えば、サルのグループがあり、何百頭のサルの生態を間近に観察することが

できます。餌場（えさば）にいるのは、オスは数匹で、あとはメスと聞くとサル社

会の在り方に興味がつきません。３０分おきに餌である小麦が撒（ま）かれま

す。小麦はサルたちにとってはおやつ替わりで、主食は山の木の芽や実などだ

そうです。サルの飼育員の方が餌を撒くとどこからともなく一斉にサルが集ま

ります。観光客は自分の股の下をサルが通ると良いことがあるという飼育員の

言葉に足を広げて待ちます。サルは５、６月に出産時期で、４月は一歳を迎える

前の愛らしい子ザルの姿を見ることができます。子ザルが一心に餌を拾い、頬

張（ほおば）る姿を見ていると時の経つのを忘れてしまいます。私を含めて高

崎山に人が集まる理由は、人間の祖先であるサルの行動を見ることで心が癒

（いや）されることに尽きると思います。現代の忙しい人間社会をよそ眼に、子

ザルの楽しそうに遊び、じゃれあう姿が見られる高崎山の存在は貴重な心のオ

アシスです。別府の温泉とセットに皆さんもいつか訪れてみてください。 

  「先祖様 悠々自適に 餌を食（は）む」 

・ 仕事をするうえで辛（つら）いことはたくさんあるが、それを乗り越えた時に幸せがある。 

・ 仕事をするうえで心掛けていることが３つある。１、ルールを守る。２、困ったときは正しい行動をとる。 

３ 、パートナーをリスペクトする。 

・ 感謝の気持ちを忘れなければ、仕事で人と人とがつながることができる。 

・ 学んだことを人に伝えることで、自分は他の仕事ができるようになる。だから教えることは大切。 

・ 初めは教わる身だが、見て学ぶうちに分からないことを聞いて自分から教わりにいくようになれた。 

 


